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タッチ操作中心のインタラ

クティビティの開発（１） 

松原 伸人、土屋 正人 
Nobuto Matsubara, Masato Tsuchiya 

 

SRA 先端技術研究所（SRA-KTL）では、スマートフォ

ンやタブレット端末、次世代の機器利用の新たな可能

性を求めて、「タッチ操作中心のインタラクティビティ」を

研究テーマのひとつとして取り上げ、TCieX（Touch 

Centric interaction and embodiment eXploratorium）の

開発を行っています。1 

画面上にあるオブジェクトをタッチしたときやドラッグし

たとき、あるいは画面を傾けたときに、オブジェクトの反

応の仕方によって、心地よく感じたり、イライラしたりする

ことがあります。利用者の意図したとおりに反応すること

で心地よく感じてもらえるソフトウェアを作るため、インタ

ラクティビティを試作し、体験できるようにプロトタイプを

作っています。今回は、TCieX のプロトタイプの一部を

紹介します。 

◆ 粘着力・弾力を体感する 

視覚から来る錯覚を利用して、触覚が刺激されたよう

な感覚を得ることができます。例えば、「ねちゃっ」と感じ

たり、「コツン」と感じたり、粘着力や弾力を感じるインタラ

クティビティ。タッチ位置の移動操作に対応して、オブジ

ェクトの移動や変形が起こるインタラクティビティの式に、

特定の条件下においてオブジェクトの変量が変わるよう

に、パラメータを加えたり、式を加えたりすることで、ネバ

ネバした感じや、コツンとぶつかった感じが得られます。 

右の写真は "TouchCurve" 。複数の点で表される

                                                      
1 科学技術振興機構(JST) 戦略的創造研究推進事業(CREST) 「知

覚中心ヒューマンインターフェースの開発」プロジェクト（研究代表者：

小池 康晴（東京工業大学）、October 2009 - March 2015）の、共同研

究者として関わっている KTLの、研究成果です。 

線を、タッチ操作でドラッグし、ひきずって変形します。 

strength パラメータを変えて線をひきずると、ふにゃふ

にゃの紐に感じたり、固い針金のように感じたりします。 

 

図 1 線を引きずる 

 

図 2 パラメータを変えると粘弾性が変わる 

このようにインタラクティビティのパラメータを変えるこ

とで、印象が変わるような方法を開発しています。 

◆ 傾きを体感する 

インタフェースに、視聴覚だけではなく傾きを加えるこ

とで、動きを体感することができます。次ページの写真

では、立っている人形が倒れるところを取り込んだもの

を、iPadの傾きをジャイロスコープで測り、傾きの角度に

応じた映像のフレームを表示しています。傾き 0 度のと

き最初のフレーム、傾き 90 度のとき最後のフレームとい

ったように、検出した傾き角度に映像のフレームを対応

させることで、iPad を傾けると映像が進んだり戻ったりす



  

GSLetterNeo Vol.73 

2014 年 8 月 20 日発行 

発行者●株式会社 SRA 先端技術研究所 

編集者●土屋正人 
 

バックナンバを公開しています●http://www.sra.co.jp/gsletter 

ご感想・お問い合わせはこちらへお願いします●gsneo@sra.co.jp 

〒171-8513 東京都豊島区南池袋２－３２－８  

るようにできます。 小さい角度変化でフレーム位置が大

きく変化するように設定すると、iPad を持っているときの

プルプルしている感じが映像の動きとして伝わります。 

 

図 3 傾き 0度

 

図 4 傾き 90度 

iOS SDKの Core Motion Framework を用いて iPad

の傾きを 3軸の角度として検出できます。 

 

図 5 横から見たところ 

◆ TCieX デモムービー 

本稿で紹介したもの以外にも多数のプロトタイプがあ

ります。GSLetterNeo で紹介する予定ですが、紙面だ

けでは伝えられない部分が多々ありますので、ムービー

をいくつか用意してあります（9 月以降、以下の URL に

なる予定）。 

http://www.sra.co.jp/ktl/tciex/ 

ムービーでも伝えられない部分があります。実際のプ

ロトタイプを体験してみたい方は、ご連絡ください。

 

図 6 傾きに応じて人形が倒れる 


